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中
国
で
は「
毛
主
席
語
録
」

が
大
量
に
出
版
さ
れ
、
黒
龍

江
省
、
上
海
市
な
ど
で
革
命

委
員
会
が
成
立
。
当
協
会
は

「
文
化
大
革
命
」の
混
乱
が
進

む
中
国
の
情
勢
を
注
視
し
な

が
ら
、
文
化
交
流
継
続
の
た

め
に
腐
心
し
た
。
こ
の
年
、
岩
波
映
画
の
小

林
勇
氏
の
要
請
を
受
け
、
七
年
前
か
ら
準
備

を
進
め
て
い
た
長
編
記
録
映
画
「
夜
明
け
の

国
」
が
完
成
・
上
映
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を

呼
び
、
翌
年
の
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
受

賞
し
た
。
ま
た
、
武
田
泰
淳
氏
を
団
長
と
す

る
日
本
作
家
代
表
団
な
ど
が
訪
中
し
た
。

〈
六
七
年
の
主
な
交
流
〉

◎
１
月　

白
石
凡
、
白
土
吾
夫
両
常
任
理
事

が
訪
中
、
白
土
常
任
理
事
が
「
日
中
両
国
人

民
間
の
文
化
交
流
に
関
す
る
覚
え
書
」
に
調

印
。

◎
４
月　

郭
沫
若
記
念
碑
が
市
川
市
に
建
立
。

日
本
作
家
代
表
団
（
武
田
泰
淳
団
長
、
杉
森

久
英
、
永
井
路
子
、
尾
崎
秀
樹
ら
の
諸
氏
）

訪
中
。

◎
５
月　

毛
主
席
「
延
安
の
文
学
・
芸
術
座

談
会
に
け
る
講
話
」
発
表
二
十
五

周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
出
席
の
た
め
、

白
土
吾
夫
常
任
理
事
訪
中
。
日
本

社
会
科
学
者
代
表
団
（
井
上
清
団

長
、
井
上
初
江
、
洞
富
雄
、
�
山

芳
郎
、
古
屋
哲
夫
、
山
田
慶
児
の

諸
氏
）
訪
中
。

◎
７
月　

東
京
で
「
七
・
七
」
盧

溝
橋
事
件
三
十
周
年
記
念
集
会
。

中
島
健
蔵
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。

日
本
は
ぐ
る
ま
座
訪
中
公
演
団（
藤

川
夏
子
団
長
、
日
笠
世
志
久
副
団

長
、
金
丸
千
尋
秘
書
長
ら
）
一
行

三
十
名
訪
中
。
三
カ
月
に
わ
た
り

中
国
各
地
で
「
野
火
」「
嵐
も
吹
雪

も
ど
ん
と
こ
い
」
を
公
演
。

◎
８
月　

毛
沢
東
著
作
言
語
研
究

家
日
本
代
表
団（
香
坂
順
一
団
長
、

大
原
信
一
、
柴
垣
芳
太
郎
、
新
島

淳
良
、
服
部
昌
之
、
大
村
益
夫
、

輿
水
優
の
諸
氏
）
訪
中
。

◎
９
月　

日
中
文
化
交
流
協
会
代

表
団
（
西
園
寺
公
一
名
誉
団
長
、

河
原
崎
長
十
郎
団
長
、
白
土
吾
夫

副
団
長
、
清
水
正
夫
、
豊
田
正
子
、

福
田
弘
、
矢
永
浩
子
、
松
丸
薫
の

諸
氏
）
訪
中
、
北
京
で
建
国
十
八

周
年
の
式
典
に
出
席
、
毛
沢
東
主
席
と
会

見
。

◎　

月　
「
夜
明
け
の
国
」上
映
。
当
協
会
と

10
中
国
人
民
対
外
文
化
友
好
協
会
の
間
で
結
ば

れ
た
「
日
中
両
国
人
民
間
の
文
化
交
流
に
関

す
る
共
同
声
明
」
に
基
づ
き
製
作
さ
れ
た
も

の
で
、
岩
波
映
画
製
作
所
の
撮
影
隊
が
六
六

年
八
月
か
ら
半
年
間
、「
文
化
大
革
命
」進
行

中
の
北
京
、瀋
陽
、
撫
順
、
鞍
山
、
長
春
、
ハ

ル
ビ
ン
な
ど
の
都
市
と
農
村
を
取
材
。
撮
影

さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
は
四
万
六
千
フ
ィ
ー
ト
、

上
映
時
間
は
一
時
間
五
十
分
。
十
月
か
ら
東

京
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
さ
れ
、
そ
の
後
、

年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
全
国
各
地
で
一
般

上
映
さ
れ
好
評
を
博
し
、
第
二
十
二
回
毎
日

映
画
コ
ン
ク
ー
ル
映
画
賞
、
教
育
文
化
映
画

賞
を
受
賞
。

◎　

月　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
ビ
ュ
ー

12
ロ
ー
主
催
の
会
議
出
席
の
た
め
、白
石
凡
、白

土
吾
夫
両
氏
が
訪
中
。
日
中
文
化
交
流
協
会

活
動
家
代
表
団（
白
土
吾
夫
団
長
）が
訪
中
。

中
国
で
進
行
す
る「
文
化
大
革
命
」

に
よ
り
、
日
中
文
化
交
流
は
大
き
な

影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
文
革
」
の
理
念
が
ど
ん

な
も
の
な
の
か
、
ど
こ
に
進
も
う
と
し
て
い

る
の
か
、
外
国
人
に
は
分
か
り
づ
ら
く
、
特

に
武
闘
な
ど
批
判
の
や
り
方
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
。
事
務
局
員
は
「
文
化
大
革
命
」
の

嵐
を
実
感
す
る
た
め
、
年
末
年
始
の
休
暇
を

利
用
し
、
日
中
文
化
交
流
協
会
活
動
家
代
表

団
と
し
て
訪
中
し
た
。

 

（
九
十
九
）

建
国
十
八
年
を
慶
祝
し
日
中
文
化
交
流
協
会
代
表
団

が
訪
中
、
人
民
大
会
堂
で
毛
沢
東
主
席（
右
一
）と
握

手
す
る
団
長
の
河
原
崎
長
十
郎
氏（
左
二
）、
白
土
吾

夫
副
団
長（
左
一
）。
崔
泰
山
氏（
右
二
）と

 

―
―
一
九
六
七
年
十
月
四
日

日
本
作
家
代
表
団
の
団
長
と
し
て
杭
州
・
西
湖

を
訪
れ
た
武
田
泰
淳
氏（
左
）。
氏
は
こ
の
時
、

女
性
革
命
家
・
秋
瑾
を
描
い
た
小
説
『
秋
風
秋

雨
人
を
愁
殺
す
』
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
。
右
は

初
訪
中
の
尾
崎
秀
樹
氏 

―
―
一
九
六
七
年
五
月

1967年
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